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□
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送

a
５
月
１１
日
㈪
〜
１５
日
㈮
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時　

g
放
送
内
容

は
次
の
と
お
り
。
「
こ
ち
ら
は
防
災

こ
し
が
や
で
す
。
た
だ
今
か
ら
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
試
験
放

送
を
終
わ
り
ま
す
」　

b
危
機
管
理

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
５

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
休
止
に
つ
い
て

　

５
月
７
日
㈭
〜
１２
日
㈫
は
特
別
清

掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
平
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６

６
０
２

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
選
会

a
６
月
５
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
３０
分
か
ら
抽
選　

d

市
民
球
場
会
議
室　

g
９
月
の
日
曜

日
分
の
抽
選　

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
に
登
録
し
て
い
る
越
谷
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」の
登
録
口

座
か
ら
振
り
替
え
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
江
戸
川
広
域
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
抽
選
日
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い　

c「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」の
登

録
カ
ー
ド
（
事
前
に
登
録
が
必
要
で

す
。
登
録
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
）

＊
納
付
済
の
使
用
料
に
つ
い
て
雨
天

等
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
使
用
料
還
付
申
請
が
必
要
で

す
。
領
収
書
・
振
込
先
口
座
番

号
・
領
収
書
の
宛
名
の
方
の
認
印

を
お
持
ち
の
う
え
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
ナ
イ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

a
５
月
２３
日
・
３０
日
・
６
月
６
日
・

２７
日
・
７
月
４
日
・
１８
日
・
２５
日
・

８
月
２９
日
・
９
月
５
日
・
２６
日
い
ず

れ
も
土
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８
時
３０

分　

d
越
谷
市
民
球
場　

f
５
市
１

町
内
の
団
体
。
軟
式
野
球
の
試
合
の

み
。
１
日
１
団
体　

h
１
万
５
０
０

０
円　

e
５
月
７
日
㈭
か
ら
。
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
越
谷
市
民
球
場

受
付
へ
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

b
越

谷
市
民
球
場
☎
９
６
２
＝
８
９
８
９

□
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅
の
図
録
を

配
布
し
ま
す

　

越
谷
市
指
定
文
化
財
「
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
」
を
紹
介
し
た
図
録
を

作
成
し
ま
し
た
（
Ａ
４
判
１２
ペ
ー

ジ
）
。
５
月
１
日
㈮
か
ら
入
館
者
に

配
布
し
ま
す
。

b
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅
☎
９
８
６

＝
７
０
５
１

□
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に
ご
注
意
を

　

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
は
ヒ
ナ
を
守
る

た
め
に
、
威
嚇
・
攻
撃
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
カ
ラ
ス
の

巣
に
は
近
づ
か
ず
、
や
む
を
得
ず
巣

の
下
を
通
る
場
合
は
、
帽
子
や
傘
で

防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
カ
ラ
ス
の
増
加
防
止
策
〉

○
カ
ラ
ス
に
餌
を
与
え
な
い

・
ご
み
出
し
時
は
、
生
ご
み
が
見
え

な
い
よ
う
に
袋
の
内
側
に
入
れ
る

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
カ
ラ
ス

よ
け
ネ
ッ
ト
を
か
け
る

・
ペ
ッ
ト
の
餌
を
放
置
し
な
い

○
カ
ラ
ス
に

巣
を
作
ら

せ
な
い

・
樹
木
の
込

み
入
っ
た

枝
を
好
む

た
め
、
枝

を
せ
ん
て

い
す
る

・
巣
の
材
料
と
な
る
ハ
ン
ガ
ー
は
放

置
せ
ず
室
内
に
取
り
込
む

　

一
人
ひ
と
り
が
カ
ラ
ス
の
問
題
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
カ
ラ
ス
の
増

加
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３□
ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
!!

　

毎
年
、
春
か
ら
初
夏
は
野
鳥
の
子

育
て
の
季
節
で
す
。
身
近
な
場
所
で

も
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
聞
か

れ
、
か
わ
い
い
ヒ
ナ
に
出
会
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
鳥
の

ヒ
ナ
は
ま
だ
上
手
に
飛
べ
な
い
状
態

で
巣
立
つ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
ヒ
ナ
で
も
多
く
は
親
鳥

が
食
べ
物
を
運
ん
だ
り
安
全
な
場
所

へ
導
い
た
り
し
て
育
て
て
い
る
最
中

な
の
で
す
。
明
ら
か
に
け
が
や
病
気

と
わ
か
る
も
の
で
な
い
ヒ
ナ
を
迷
子

だ
と
思
っ
て
拾
っ
て
し
ま
う
と
、
親

鳥
か
ら
引
き
離
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
然
界
で
は
巣
立
ち
後
に
親
鳥
と

過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
１
週
間
か

ら
１
カ
月
）
に
「
何
が
食
べ
物
で
、

何
が
危
険
か
」
な
ど
を
学
習
し
て
ひ

と
り
立
ち
す
る
の
で
、
人
に
育
て
ら

れ
た
ヒ
ナ
は
自
然
の
中
で
生
き
て
い

け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

巣
立
つ
ま
で
ヒ
ナ
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３
、
（
公
財
）
日
本
野
鳥
の
会
☎
０３

＝
５
４
３
６
＝
２
６
２
０

□
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
　

離
婚
の
届
け
出
を
す
る
方
へ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査
の

行
わ
れ
る
年
に
、
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
を
実
施
し
、
届
書
に
職
業

（
死
亡
に
つ
い
て
は
産
業
も
含
む
）

の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
は
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
期

間
は
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
で

す
。

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
２

□
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て

　

平
成
２７
年
度
の
受
付
期
間
な
ど
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

し
だ
い
、
広
報
こ
し
が
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

b
福
祉
・
子
育
て
臨
時
給
付
金
室
☎

９
６
３
＝
９
１
９
４

□
平
成
26
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
苦
情
申
し
出
の
処
理
状
況

　

市
で
は
、
越
谷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参

画
を
妨
げ
る
事
案
へ
の
苦
情
が
あ
っ

た
場
合
、
苦
情
処
理
委
員
が
適
切
に

処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
苦

情
処
理
委
員
は
、
毎
年
市
長
に
処
理

状
況
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
平
成
２６
年
度
の
苦
情

申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
過
去
の
苦
情
申
し
出
処
理
状
況
等

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報

公
開
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
２
階
）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
☎

　
９
６
３
＝
９
１
１
３

□
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、

平
成
２０
年
６

月
１
日
か
ら

す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
事
に
至
ら

な
か
っ
た
事
例
が
市
内
で
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
家
人
が
就
寝
中
に
、
２
階
の
洋
室

か
ら
出
火
し
、
階
段
上
部
に
設
置

さ
れ
て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
作
動
し
ま
し
た
。
そ
の
警
報
音

に
気
付
き
初
期
消
火
し
、
大
事
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
家
人
が
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
に
鍋
を

か
け
た
ま
ま
来
客
者
と
話
し
込
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
台
所
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
作
動
し
ま
し
た
。

そ
の
警
報
音
に
気
付
い
た
家
人
が

初
期
消
火
し
、
大
事
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

火
災
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
早
急

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

　

市
内
で
高
齢
者
が
参
加
、
活
動
し

て
い
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
等
を
対
象

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（※

）の

職
員
が
訪
問
し
、
活
動
状
況
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。対
象
は
、市

民
主
体
で
定
期
的（
月
に
複
数
回
等
）

に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
で
取
り
ま
と

め
、
高
齢
者
が
新
た
な
仲
間
づ
く
り

や
生
き
が
い
活
動
の
場
と
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
資
料
と
し
て
活
用
し

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
団
体

は
、
平
成
２８

年
１
月
２９
日

㈮
ま
で
に
福

祉
推
進
課

へ
。

※

高
齢
者
に

必
要
な
援

助
・
支
援

等
を
総
合

的
に
行
う

市
が
業
務

を
委
託
し

て
い
る
機

関

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

は
、
高
齢
者
が
市
に
登
録
さ
れ
た
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
と
、
活
動
実
績
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
を
換
金
で
き
る
制
度
で
す
。

昨
年
度
は
約
２
５
０
人
の
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
市
内
約
８０
機
関

の
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
活
動
し
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
も
な
り
ま
す
。
あ
な
た
も
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
対
象
者
〉　

市
内
在
住
の
６５
歳
以

上
の
方
（
越
谷
市
介
護
保
険
第
１
号

被
保
険
者
）

〈
登
録
手
続
き
〉
　
越
谷
市
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
中
央
市
民
会
館
２
階
）
で
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
手
帳

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

＊
登
録
時
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
流
れ
〉

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
受
け
入
れ

登
録
を
し
て
い
る
施
設
に
直
接
連
絡

し
、
受
け
入
れ
可
能
で
あ
れ
ば
活
動

開
始
と
な
り
ま
す
。活
動
終
了
後
、手

帳
に
ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
ま
す
。

②
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
換
金
申
請

　

年
間
最
大
５
０
０
０
円
ま
で
、
翌

年
度
に
行
い
ま
す
（
交
付
金
が
支
給

さ
れ
る
の
は
、
介
護
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
方
に
限
り
ま
す
）
。

お
知
ら
せ

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
ま
せ
ん
か

B
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
２
３
７
、越
谷
市

　
社
会
福
祉
協
議
会
☎
９
６
６
＝
３
２
１
１

B
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

高
齢
者
が
活
動
す
る
団
体
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す

越谷市地域包括支援センター

シルバーケア敬愛

キャンベルホーム

憩いの里

あいあい

越谷ホーム

大孝

かけはし

越谷なごみの郷

おおさわ

越谷市
社会福祉協議会

新越谷病院

越谷市地域包括
総合支援センター

名　称

平方272-1

大吉552-1

増森1-85

大竹831-1

南荻島1987

七左町4-154

蒲生2-9-30

川柳町3-60-1

東大沢1-11-13

越ヶ谷4-1-1
（中央市民会館2階）

元柳田町6-45

越ヶ谷4-2-1
（市役所内）

所在地

970-2015

977-3310

963-3331

971-1077

978-6500

985-3303

985-4700

990-0753

972-4185

966-1851

964-1911

963-9163

電話番号

桜井

新方

増林

大袋

荻島・北越谷

出羽

蒲生

川柳・大相模

大沢

越ヶ谷

南越谷

－

主な担当地区


